
受
納
式
と
入
魂
式
 

一
日
消
防
長

に
小
野
さ
ん
 

~ 火災保険号 I 
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	 保育園の園児ー」 

五
所
川
原
保
育
園
の
よ
い子
た
ち
2
6名
が
十
五

日
、
田
沢
、
中
島
両
先生
に
つ
れ
られ
て
市
役

所
を
お
と
づ
れ
、
日
頃
お
世
話
に
な
つて
い
る

お
礼
に
と
佐
々
木
市
長
は
じめ
各
課
長
に
花
束

を
贈
久
ま
し
た
。
 

日
頃
多
忙
の
市長
も
かわ
い
い
訪
問
客
に
、
ほ

お
を
ほ
こ
ろ
ば
し
「何
か
陳
情
は
あ
りま
せ
ん

か
、
み
な
さ
ん
一番
ほ
し
い
も
の
な
ん
で
す
か
 

」
な
ど
と
聞
い
た
り
、
子
供
た
ち
一
人
一人
と

握
手
し
ま
し
た
子
供
た
ち
も
お
だ
ち
んの
キ
ヤ

ラ
メ
ル
を
い
た
だ
き
思
わ
ず
に
つ
こ
り
、楽
し

い
ー
と
き
を
通
し
ま
し
た
。
 

に
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社
団
法
人日
本
損
害
傑
険
協
会
か
ら

当
市
に
消
防
ポ
ンプ
自
動
小
一
台
が
寄

贈
に
な
のま
し
た
。
 

こ
の
ポ
ンプ
は
火
災
保
険
金
の
実
積

が
良
い
こと
と
、
火
災
件
数
の
少
な
い

常
備
消防
署
を
設
け
て
い
る都
市
に
贈

つ
て
い
る
も
ので
、
名
市
に
寄
贈
に
な

つ
た
のは
全
国
で
一一
四
七
台
日
、
県
下

で
は
胃
森
、弘
前
、八
戸
に
つい
で
四
 
 

台
目
で
す
。
こ
の
ポ
ン
プの
党
納
式
お

よ
び
入
魂
式
は
十
八
日
、市
消
防
署
前

で
日
本
損害
保
険
協
会
予防
広
報
部
長

二
宮
丑
之
助氏
、
同
協
会
仙
1
1地
万
委

目
長
、
鵜
崎
一
郎
氏
ら損
害
保
険
協
会

関
係
者
、市
か
ら佐
大
木
印
長
は
じめ

市
議
会
議国
、
消
防
団
関
係
者
ら
多
数

が
出
席
し
て
お
こ
な
わ
れま
し
た
。
 

ま
た
，
山
で
は
こ
れ
を
記
念
して
市
 

内
木
町
の
小
野

蔵
次
郎
さ
ん
（
 

8
2才
）
を
一
日

消
防
長
に
任
命
 
 

旭
町
成
田
篤
子
さ
んか
ら
花
束
が贈
呈

さ
れ
た
あ
と
、
新
消
防
車
に
ク
火
災
保

険
司
4
と
命
名
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
消
防
署前
で
放
水
を
お
こ

な
い
、
厳
後
に
五
農
高
校
プ
ラ
ス
バ
ン

ド
を
先
頭
に
市
内
をパ
レ
ー
ド
、新
消

防
車
を
市
民
に
披
露
し
ま
し
た
。
 

新
消
防
ポ
ンプ
自
動
軍
は
百
一
干
五

馬
力
 
一九
六
三
年式
ト
ョ
を
フ
ン
ド

ク
ル
ー
ザl
F
J
四
十
五
型
、放
水
量

は
毎
分
二
千
四
百リ
ツ
ト
ル
以
上
で
す

ま
た
、
特
長
と
して
前
輪
駆
動
、軽

量
吸
管
、
マ
‘
ク
付
と
な
つ
てお
り
、
 

時
価
は
一
首
八
十
万円
。
 

こ
れ
で
消
防
署
の
ポ
ン
プ
自
動
車
は

四
台
と
な
りま
し
た
．
 

写
真
は
 
上
か

ら
記
念
パ
レ
ー
ド

佐
大
木
市
長に
目
録
贈

星
、
一
日
消
防
長
に
化
東を
贈
る
 

消
防
力
を
 

さ
ら
に
強
化
 

市
民
の
皆
さ
ん
を
火
災
か
ら
守
る
市

消
防
署
の
機動
力
は
、
ご
自
慢
の
速
消

車
を
は
じ
め
、
こ
の
た
び
寄
贈
さ
れ
た

中
型
ポ
ン
プ
車
で
一
段
と
強
化
さ
れ
ま

し
た
が
、市
で
は
更
に四
百
五
十
万
円
 

（
うち
国
確補
助
七
十
七
万
円
）
の予

算
で
放
水筒
付
速
消
車
を
購
入
す
る
こ

と
に
な
つ
てお
り
ま
す
。
 

こ
の
ポ
ンプ
は
二
千
リ
ツ
トル
の
タ

ソ
ク
付
自
動
車
で
八
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

か
ら
放
水
で
き
る
放
水
筒
が
取
り
つ
け

ら
れ
た
最
新式
の
も
の
で
す
。
 

こ
の
ほ
か防
火
水
槽
、
五
基
の
建
設

お
よ
び
ホ

ー
ス
百
木
の
購入
も
決
つ
て

お
り
ま
す
。
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轡W 
☆ の経済発」良の条科抹p可能性は必

すしも悲観的なもののみではありま

せんc 問題はこれらの有利な条件を

生かし、不利な条件を克服してゆく

ことにありますo 善処のI瓶策はいろ

いろ考えられますが、まず産業β月発道路の開発が

あげられます。 高速幹線道路は低開発地域と大都

市工業地帯との距離を短縮しI昔t林業の近代化に役

立つわけで胃函トンネルの完成によつては国土縦

貫路線計画と結びつく津軽半島縦貫産業開発道路

の建設はもう！』ト須の課題であります。道路こそ 、 

開発の先駆者であり、灯であると言えます。 

しかし、この実現には莫大な行政投資を必要と

し、長期計画を要するが、この構想の一瑠Iとして

着手されたのか中山ハイラインの開発なのであり 

産業開発道路の構想 国の経済が成長す

るにしたがい」まり域の所得格差はますます開き、当

県の一人幽り生産所得は全国平均の71％にすぎず

県平均にくらべて五所川原市は94%、北郡刀％、 

西郡別％、東郡79％と津軽半島部は国の水準から

ほど遠い低ilIi得にあええでいるわけです。 これは

この」也域の主産業が他産業に比べて最も労働生産

性の低い農林漁業によつて成り立つているのに力［】 

えて、消費地市場が遠く極めて不利な位置にある

からでありますo 

けれども、農業生産の優位性や林産、観光資源

の豊富なことなどを考え合せるとき、この地域☆ 

ます。 
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f・国撞山 
I 

I 

岳
か
ら
の
眺
め
⑥
作
業
は
順
関
に
進
み
馬
神
山
で
最
後
の
打

合
せ
①
中
山
ハ
ィ
ラ
イ
ン
つ
つ
が
な
く
開
通
、
飯
詰
石
の
塔

登
山
口
。
 

写
興
 
①
バ
ス
を
お
り
こ
れ
か
ら
作
業
開

始
②
道
な
き
道
を
刈
払
う
五
農
高
生
達
⑧
松

倉
か
ら
登
る
と
右
は
焚
珠
山
、
左
は
馬
神
山

の
別
れ
道
に
出
る
④
老
松
岩
を
噛
む
松
倉
展

望
台
か
ら
津
軽
平
野
を
望
む
⑥
ヒ
パ
の
老
木

が
奇
形
を
な
し
鬼
の
墓
場
と
い
わ
れ
る
魔
の
 

ハ
イ
ラ

イ
ン
開

通
 

飯
詰
か
ら
前
田
野
目
ま
で
中
山
連
峰

を
つ
ら
ぬ
く
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
、
 

佐
々
木
市
長
指
揮
の
も
と
に
五
農
高
校

林
業
科
長
伊
藤
先
生
の
指
導
で
生
徒
百

三
十
余
名
、
市
背
協
ら
り
手
に
よ
つ
て

大
月
十
」
百
開
通
し
ま
し
た
。
 

当
日
は
梅
雨
期
と
し
て
は
絶
好
の
天

候
に
恵
ま
れ
、
前
田
野
目
口
班
は
午
前

七
時
、
飯
詰
口
班
は
午
前
八
時
そ
れ
ぞ

れ
五
所
川
原
駅
前
を
出
発
し
、
刈
払
、
 

道
標
建
立
の
開
発
作
業
に
あ
た
つ
た
も

の
で
、
作
業
は
予
定
ど
お
り
順
調
に
進

み
午
後
三
時
頃
馬
神
山
と
魔
の
岳
の
中

間
で
両
班
が
で
あ
い
開
通
の
歓
声
が
長

く
尾
を
ひ
き
山
ん
に
こ
だ
ま
し
た
。
 

当
巾
の
東
に
横
た
わ
り
、
太
陽
の
の

ぼ
る
峰
、
中
山
の
山
な
み
は
い
ま
神
秘

の
ヴ
エ
ー
ル
を
と
り
、
ま
れ
に
み
る
美

ぽ
う
を
私
達
の
前
に
あ
ら
わ
し
た
の
で

あ
る
。
プ
ナ
の
原
生
林
を
縫
う
小
鳥
の

さ
い
ず
り
を
伴
奏
に
、
と
ざ
さ
れ
た
千

古
の
歴
史
を
語
る
か
の
よ
う
に
、
音
を

た
て
て
風
が
梢
を
わ
た
つ
て
ゆ
く
。
 

春
は
山
桜
、
五
月
は
つ
つ
じ
、
大
月

は
藤
、
秋
は
紅
葉
と
、
四
季
折
A
に
山

の
装
お
い
は
新
ら
し
く
、
わ
ら
び
、
ぐ

み
、
あ
け
び
、
ぷ
ど
う
な
ど
山
の
幸
も

豊
冨
で
、
す
ば
ら
し
い
眺
望
と
と
も
に

訪
れ
る
人
々
の
絶
賛
を
拍
す
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
よ
う
。
 



農
業
委
員
選
挙
 

投
票
日
は
七
月
十
二
日
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市
 

日召和 38 年 6 月 25 日 

詰 トラコーマ撲滅 検診、治療、治療指導 

島 家族計画 母体健I衰保持運動、計画出産 

の指導 

橋
 
和
 
沢
 

長
 
七
 
梅
 

飯
 
松
 

栄
 

結核撲滅 	結核検診、i正1正治捺の」1=i導 

家族感染防止の指導 

成人病対策 	In"王測定、各種癌の検診 

心電図による検査 

乳幼児妊婦 乳児3才児の検診

対 策 妊婦検診 

食生活の改善 栄養の改善（料理講習会） 

体質の向上、疾病D予防 

区 別 	運動項目 	 実 施 内 容 

好 環境衛生 カ、ハエの撲滅、家辱引勾外の 

清潔整とん、清掃日の設定 

川
 
門
 

沙
 

保 健 活 動 実 I恋 項 目 

地
 
三
 

中
 
毘
 

策 

生活改善 	万年床の廃止i旦i動、台所の清 

潔整とん、衣料の洗たく迎助 

寄生虫撲減 検便、駆虫剤の服用、予防対 

い島
 

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
告
示
が

七
月
一
百
、投
票
日
が
七月
十
二
日
と

決
定
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
便用
さ
れ
る
名
簿
は
昭
和
三

十
七
年
士
月
一
日
現
在
で
腿
製
し
、
 

今
年
三
月
五
日
確
定さ
れ
た
「農
業
委

員
会
委員
選
挙
人
名
簿
」
で
他の
選
挙

の
場
合
と
ち
がい
補
充
名
簿
が
作
製
さ

れ
ま
せ
ん
・
し
た
が
つ
て
三月
五
日
に

確
定
さ
れ
た
名簿
に
登
載さ
れ
て
い
る

方
で
な
け
れ
ば
選
挙
権
が
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

有
権
者
の
方
で
選
挙
当
日投
票
の
で

き
な
い
人
は
七
月
二
日
か
ら
十
一
日
ま

町
 
で
に
市
選
挙
管
理
委員
会
事
一
 回で
不

ス
 
」
 
在
投
票
を
す
る
よ
うに
し
て
く
だ
さ
い

ま
た
西
北
中央
病
院
、
同
敷
島
分院
お

よ
び
増
田
病院
に
入院
し
て
い
る
万
は
 

市
民
の
み
なさ
ん
の
健
康
を
守
り
疾

病
の
早
期
発
見
に
つ
と
め
て
い
る
市
保

険
課
で
は
、
こ
と
し
の
保
健
活
動実
施

項
目
を
つ
ぎ
のと
お
り
き
め
ま
し
た
か

ら
ご
協
力
を
ね
が
いま
す
。
 

な
お
、
実
施
にあ
た
つ
て
は
各
地
区
 
 

病
院
で
不
在投
票
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
選
挙
は
小
選
事
区制
を
と
つ
て

お
り
、
各
地
区
の
定
数
は
第
一
区
（五

所
川
原
、
小
曲
、
中
川
地
区
）
五
名
、
 

襲
一
区
（栄
、
梅
沢
地
区
）
五
名
、
第

三
区
（七
和
地
区
）
四
名
．第
四
区
（
 

長
橋
地
区
）
四
名
．
第
五
区
（
飯
詰
、
 

毘
沙
門
、
長
冨
地
区
）
五
名
、
第
大
区
 

（
三
好地
区
）
三名
、
第
七
区
（
松
島

地
区
）
四
名
と
な
つ
て
い
ま
す
。
 

な
お
立
候
補
届
出
締
切日
は
七
月
七

日
で
す
。そ
の
他
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
市
選
挙
管
理
委
員
会
事務
局
に
お
た

づ
ね
く
だ
さ
い
。
 

児
童
扶
養

手
当
の

所
得
状
況

届
を
 

児
童
扶
養手
当
を
受け
て
い
る
万
は
 

ご
と
に
打合
会
を
開
き
、日
時
、
場
所

な
ど
に
つい
て
話
し傘
っ
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
成
人
病
対
策
に
つ
い
ては
、
 

各
地
区
の希
望
に
よ
り
計
画
し
ま
す
か

ら
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。
 

湿
気

に
弱

い
 

リ

ユ
ー
マ
チ
 

リ
ユ
ー
マ
チ
は
、
 

」
 

つ
ゆ
ど
き
や
、気
候
 

の
変
わ
り
目
に
ひど

＜
な
る
病
気
で
体
質

と
も
関
係
す
る
が
、
 

水
の
中
に
長
い
時
間

い
た
り
、
雨
に
ぬ
れ

た
ま
ま
仕
事
を
した

り
、
寒
風
に
さ
ら
さ
 

れ
た
り
す
る
人
が
か
か
り
や
す
い
。
 

湿
気
が
多く
な
ると
痛
み
が
ひど
く
 

な
り
や
す
い
ので
、
雨
に
ぬ
れ
た
と
き
 

毎
年
六
月
に
所
得状
況
届
を
提
出
す
る

こ
と
にな
つ
て
お
り
ま
すが
、
こ
の
届

用
紙
が
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ

ん
が
保
管
し
て
い
る
証
書
と
印
鑑
を
持

つ
て
市
福
祉
亭
務
所
ま
で
お
い
で
く
だ

さ
い
 

も
し
、こ
の
届
を
しな
け
れ
ば
い
ま

ま
で
ど
お
りに
児
童
扶
接
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
ので
お
忘
れな
く
大
月
中

に
提
出
して
く
ださ
い
．
 

統
計
調

査
に

協
カ

く
だ
さ
い
 

三
年
に
一
回
、全
国
い
つせ
い
に
お

こ
な
わ
れ
る
事業
所
統
計調
査
が
七
月

一
日
現
在で
実
施さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、わ
が
国
の
す
べ
ての

事
業
所
（
会
社
、工
場
、
商
店
、
事
務
 
 

は
、
か
わ
い
た
タ
オ
ル
で
早く
ふ
き
と

り
、
す
ぐ
着
替
え
る
よ
う
に
す
る
。
雨

の
日
の外
出
や
、外
で
の
仕
事
は
で
き

る
だ
け
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
 

湿
気
の
多
い時
期
は
、
毎
日
の
生
活

を
特
に
規
則
正
しく
し
て
、無
理
の
な

い
よ
う
に
す
る
。
 

過
労
は
痛
み
の
原
因
と
なる
の
で
、
 

気
を
つ
け
る
．
入
浴
は
大
変
よ
い
治
療

法
な
の
で
毎
日
で
も
は
い
る
と
よ
い
。
 

食
事
は
特
別
気
を
つ
け
な
く
て
も
よ
い

が
、
カ
ロ
リ
ー
質
の
よ
い
タ
ン
パ
ク
と

ピ
タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
パ
ーフ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
と
る
。
 

所
、
病
院
、
学
校
、
映
画
舘
、旅
舘
、
 

家
庭
内
職
な
ど
事
業
の
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
場
所
）
を
い
つ
せ
い
に
調
査
し
、
 

事
業
所
の
分
布
と
そ
の
活
動
の
状
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国

の
も
つ
と
も
基
本
的
な
大
調
査
で
あ
り

ま
す
．
 

調
査
員
は七
月
一
日
か
ら十
五
日
ご

ろ
ま
で
、
み
な
さ
ま
の
事
業
所
を
訪
問

す
る
こ
とに
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

お
た
づ
ね
す
る
内
容
は
い
た
つ
て
簡

単
な
こ
と
で
す
か
ら
、
あ
り
の
ま
ま
を

お
答
え
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
ね

い
が
ま
す
！
 

牧
水

の
歌
碑

が
補

修
さ

れ
ま
し

た
 

さ
る
二
十七
年
に
市
内
の
文
化
団
体

の
人
た
ち
の
運
駄
で
元
町八
幡
宮
裏
手

に
建
て
ら
れ
た
若
山
牧
水
歌
碑
は
、
築

山
の
く
づ
れ
が
ひ
ど
く
、
こ
の
ま
ま
だ

と
倒
れ
る
ので
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

て
い
た
が
こ
の
ほ
uノ
」
市
建
設
課
で
補
修

し
ま
し
た
。
 

こ
の
歌
碑
に
は
牧
水
の
有
名
な
二
首

ひ
つ
そ
り
と
馬
乗
り
入
る
る

津
軽
野
の
五
所
川
原
町
は

雪
小
止
み
せ
り
 

そ
り
の
鈴
月
の
面
に
聞
ゆ

旅
な
れ
や
津
軽
の
国
の

春
の
あ
け
ぼ
の
 

が
彫
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

編
集

後
記
 

梅
雨
に
は
い
り
、う
つ
と
う
し
い
毎

日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
大
月
十
五
号

を
休
刊
し
た
こ
と
を深
く
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。
こ
の
たび
は
中
山
ハ
イ
」
フイ

ン
を
特
集
と
しま
し
た
。
 

●
 

」
  

と
 
し
 の
 
保
健
活
動
 

…
市

保
険

課
・
・
・
 


	001
	002
	003
	004

